運営推進会議　議事録
	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　元年　5月25日　土曜日　10：00～12：00

	開催場所
	たがらの家　多目的室

	出席者内訳
	利用者　１名（●●）

利用者家族　４名（●●、●●、●●、●●）

民生委員　０名
地域代表　1 名
知見者　０名
練馬区職員　０名
その他　３名（職員：青木、油山、弓田）

	主な議題
	「介護する家族の入院」について


	活動報告
	それぞれの家族が、もし自分や他の家族が入院をしたら
その代わりを誰ができるのか、意見交換をおこなった。
また、代わりの家族は何をするのか引き継げないと意見もある。

	出席者からの評価
	小規模多機能の家族支援は、どのように進められているのか、
家族間の意見交換で理解ができた。



	要望、意見及び助言
	すでに、熱中症を危惧する季節をむかえた。家族の手間が増える。介護職員と利用者の容態について交換できるように努める


	その他
	利用者がご逝去された。次回振り返りを行い。介護の過程を共有したい。


	次回の開催予定
	日時：令和　元年　7月27日　土曜日　10：00～12：00
場所：たがらの家　談話室



運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　元年　7月27日　土曜日　10：00～12：00

	開催場所
	たがらの家　多目的室

	出席者内訳
	利用者　０名

利用者家族　３名（●●、●●、●●）

民生委員　０名

地域代表　０名

知見者　3名  社会福祉専攻大学生

練馬区職員　０名
その他　３名（職員：青木、油山、弓田）

	主な議題
	「認知症ケアはたいへんか」


	活動報告
	認知症の妻を介護するご家族が、たくさんの時間を割いて
妻との同居生活を語る。語り手ご自身の健康自慢になっているが、他のご家族は微笑ましく傾聴された。 


	出席者からの評価
	明るく元気に暮らしているのがわかるから、安心して聞いていられる。もし自分が夫婦で介護が必要になったらどのような生活になるか備えることの大切さを感じた。
認知症になっても暮らしてゆけると自信が持てるようになりたい。


	要望、意見及び助言
	1人の利用者の家族が7時間話していた。
他の家族の意見も大切だと思うが、その利用者の話を聞く家族ガがほかの利用者を支えるという感覚になる。
家族同士が支えあうというのはこういうところから始まるのかもしれない。地域で支える前に家族同士が支えるということが始まりだ。

	その他
	認知症の進行と脱水症の関係について話し合うことができた
家族にとっては明日の症状に気がつかない
私たち介護者とともに
脱水症の危険を共有していく。



	次回の開催予定
	日時：令和　元年　9月28日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　多目的室



運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　元年　9月28日　土曜日　10：00～12：00

	開催場所
	たがらの家　多目的室

	出席者内訳
	利用者　１名（●●）

利用者家族　２名（●●、●●）

民生委員　１名

地域代表　０名

知見者　０名

練馬区職員　０名
その他　３名（職員：青木、油山、弓田）

	主な議題
	常時確認を必要とする高齢者虐待予防とは


	活動報告
	一年に1度家族による虐待について話し合う機会をもうけている。虐待という言葉から暴力を想定する。

しかし今日集まった方々と一緒に話したことは、家族介護の大変さやつらさについて主な話になる。
家族の距離が近いから虐待の始まりがあって始まりは虐待ではないとみんなが共有すれば、支え合いになる。

	出席者からの評価
	虐待って、とても人ごとのように感じる。
どれも自分が虐待の加害者になるなど、介護が始めたときは想像しない。子育ての経験があるが、子供が生まれた時の喜びも年数がたつと虐待が始まる家族がいる。

自分には関係ないテーマのようだけれど、一年に一度は必要だと思います。

	要望、意見及び助言
	ぜひ来年は、具体的にどのような高齢者の虐待があるか
事例で教えてほしい


	その他
	新しい利用のかたが増えました
今後も　この会へお招きしていきたいと思います



	次回の開催予定
	日時：令和　元年　11月23日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　多目的室



運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　元年　11月23日　土曜日　10：00～12：00

	開催場所
	たがらの家　多目的室

	出席者内訳
	利用者　０名

利用者家族　２名（●●、●●）

民生委員　０名

地域代表　０名

知見者　０名

練馬区職員　０名
その他　３名（職員：青木、油山、弓田）

	主な議題
	もしもの時　どうする　遺言について考える


	活動報告
	日本尊厳死協会の資料をもとに、終末期のことについて実際の家族関係を説明いただきながら話し合いをした。
昔の方々は延命治療をしていなかった。
今の死に方は、延命治療ではなくとも延命になっていく。

	出席者からの評価
	苦しんでいる人に安楽死を勧めたい。治療や薬はもう不要と言えるか。難しい。自然死が望みだ。


	要望、意見及び助言
	今日ジュースすぎて何も間違っていないすばらしい
特別養護老人ホームの申し込みが進むと良い。


	その他
	遺言書の書き方について専門家を招いて、家族と学んで行きたい。それぞれの家族には、介護される家族より自分のことが大切だと改めて考えた方がいた。今後とも死についてもテーマにして行きたい。


	次回の開催予定
	日時：令和　2年　1月25日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　多目的室



運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　2年　1月25日　土曜日　10：00～12：00

	開催場所
	たがらの家　多目的室

	出席者内訳
	利用者　２名（●●、●●）
利用者家族５名（●●、●●、●●、●●、●●）

民生委員　1名

地域代表　０名

知見者　０名

練馬区職員　０名
その他　３名（職員：青木、油山、弓田）

	主な議題
	日々の健康管理について


	活動報告
	今年は暖かくて、風邪の蔓延は遅いようですが、中国では新しいインフルエンザの話題が取り上げられている。
睡眠、食事、排泄の三つが規則正しく取れているのか、自分のことは確認できるが、なかなか要介護者には難しい。
介護がたいへんだから、介護にいつも追われている。


	出席者からの評価
	12月までにインフルエンザの予防摂取を毎年している方と、全くしない方もいる。他の家族へどのように説明するか気にされていた。予防接種しない方には既往歴によっては、予防接種ができない方がいる。


	要望、意見及び助言
	新型インフルエンザの流行が心配です。
介護保険事業の運営は家族の協力がないと成り立ちません。
引き続き運営へのご協力をお願いします。



	その他
	

	次回の開催予定
	日時：令和　2年　3月28日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　多目的室



 運営推進会議　通信
	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　2年　3月    日　

	開催場所
	開催順延　通信の配布

	出席者内訳
	利用者　

利用者家族名

民生委員　名

地域代表　名

知見者　　名

練馬区職員　名
管理職員：青木、油山、弓田　

	主な議題
	運営の現状と備えについて



	活動報告
	新型コロナウィルス蔓延により、定例の運営推進会議・家族会の内容を今月は　配布物のみで伝えいたします。
流行が始まりまると職員の曜日によるA班とB班に区別した勤務体制を想定します。四月からどのように準備を進めるかも、今後文章でお伝えします。

利用者の皆さまには、発熱など体調の変化に、ご家族が注意してください。

　行政からの注意喚起や情報提供を受け始めています。
ご家族には全てをお伝えすることは難しい現状ですが。
たがらの家が、滞りなく運営できるように職員も意識高く
予防などについて知見を高めています。ご心配の点は職員へお問い合わせください。


	出席者からの評価
	

	要望、意見及び助言
	

	その他
	

	次回の開催予定
	日時：令和　2年　5月を予定しています。


